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修
業
年
限
は
３
年
で
、
普
通
科

高
校
と
同
等
の
教
育
を
行
う
「
一

般
教
育
」、
自
衛
隊
の
専
門
的
な
技

術
教
育
を
行
う
「
専
門
教
育
」、
陸

上
自
衛
官
と
し
て
必
要
な
防
衛
教

養
や
各
種
訓
練
を
行
う
「
防
衛
基

礎
学
」
を
主
た
る
教
育
と
し
、
陸

上
自
衛
官
と
し
て
将
来
活
躍
で
き

る
基
礎
を
作
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

修
業
後
は
、
陸
曹
候
補
生
・
陸

士
長
に
任
官
、
共
通
・
隊
付
教
育

を
受
け
て
３
等
陸
曹
に
昇
任
し
、

部
隊
の
中
核
と
し
て
活
躍
し
て
い

ま
す
。

　

受
験
生
は
試
験
が
開
始
さ
れ
る

と
、
真
剣
な
眼
差
し
で
答
案
用
紙

に
向
か
っ
て
鉛
筆
を
走
ら
せ
て
い

ま
し
た
が
、
終
了
後
は
一
様
に
安

堵
な
表
情
を
浮
か
べ
て
、
友
人
と

答
え
合
わ
せ
を
す
る
な
ど
、
試
験

な
ら
で
は
の
光
景
が
見
ら
れ
ま
し

た
。

　

第
１
次
試
験
合
格
者
は
１
月
31

日
（
金
）
〜
２
月
３
日
（
月
）
の

第
２
次
試
験
（
面
接
・
身
体
検
査
）

を
受
験
、
２
月
14
日
（
金
）
に
最

終
合
格
者
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
崎
地
本
は
、
一
般
高
校
に
は

な
い
魅
力
あ
ふ
れ
る
陸
上
自
衛
隊

高
等
工
科
学
校
で
、
歴
史
と
伝
統

を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
未
来
の
陸

上
自
衛
隊
を
担
う
人
材
が
、
長
崎

県
か
ら
１
人
で
も
多
く
輩
出
さ
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
、
募
集
広
報
活

動
に
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
募
集
課
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

長崎地本公式HP 

長崎地本公式 twitter

　

長
崎
地
本
（
本
部
長　

西
田
洋

一
郎
１
海
佐
）
は
１
月
18
日
（
土
）、

離
島
を
含
む
県
内
10
ケ
所
に
試
験

会
場
を
設
け
て
、
陸
上
自
衛
隊
高

等
工
科
学
校
生
徒
（
一
般
）
採
用

第
１
次
試
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

募
集
定
員
約
２
８
０
名
に
対
し

て
、
長
崎
県
内
か
ら
は
１
３
９
名

が
受
験
し
ま
し
た
。

　

高
等
工
科
学
校
生
徒
は
、
15
歳

以
上
17
歳
未
満
の
男
子
で
、
中
学

卒
業
者
（
見
込
み
を
含
む
）
を
対

象
に
採
用
す
る
制
度
で
、
学
校
は

神
奈
川
県
横
須
賀
市
の
陸
自
武
山

駐
屯
地
に
所
在
し
て
い
ま
す
。

　

島
原
地
域
事
務
所
（
所
長　

有

山
泰
斗
３
陸
佐
）
は
、
12
月
18
日

（
水
）
第
16
普
通
科
連
隊
の
島
原
城

で
の
城
壁
登
坂
訓
練
に
併
せ
て
募

集
ブ
ー
ス
を
設
置
し
、
自
衛
隊
を

Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

城
壁
登
坂
訓
練
は
自
衛
隊
の
民

生
協
力
の
一
環
で
、
昭
和
52
年
か

ら
島
原
城
の
城
壁
清
掃
を
兼
ね
実

施
し
て
い
る
訓
練
で
、
島
原
市
の

年
末
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

島
原
市
長
、
島
原
市
自
衛
隊
家

族
会
を
中
心
と
し
た
島
原
半
島
の

協
力
団
体
の
方
を
は
じ
め
多
く
の

方
が
見
守
る
中
、
１
１
５
名
の
隊

員
が
最
大
で
18
メ
ー
ト
ル
あ
る
城

壁
か
ら
垂
ら
し
た
ロ
ー
プ
1
本
で

城
壁
を
昇
り
降
り
し
、
石
垣
に
生

い
茂
っ
た
雑
草
を
鎌
な
ど
で
取
り

除
い
て
い
き
ま
し
た
。

　

ま
わ
り
に
は
地
域
住
民
、
観
光

客
を
含
め
１
６
０
人
が
訪
れ
、ロ
ー

プ
1
本
で
巧
み
に
身
体
を
支
え
る

姿
を
見
て
、
驚
嘆
の
声
が
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
募
集
ブ
ー
ス
で
は
自
衛

隊
の
活
動
の
様
子
を
撮
っ
た
パ
ネ

ル
展
示
や
ミ
ニ
制
服
の
試
着
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
る
と
も
に
16
普
連
の

支
援
を
受
け
、
車
両
装
備
品
の
展

示
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
も
熱
心
な
表
情
で
パ
ネ

ル
を
見
入
る
姿
や
、
ミ
ニ
制
服
の

試
着
コ
ー
ナ
ー
で
は
訓
練
す
る
隊

員
と
同
じ
迷
彩
服
に
人
気
が
集
ま

り
、
そ
れ
を
試
着
し
、
各
々
の
ポ
ー

ズ
で
写
真
に
納
ま
る
様
子
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
訓
練
の
合
間
に
は
島

原
半
島
防
衛
防
災
議
員
連
盟
よ
り

恒
例
の
「
豚
汁
」
が
隊
員
に
振
る

舞
わ
れ
、
訓
練
で
冷
え
き
っ
た
隊

員
の
身
体
を
温
め
、
訓
練
終
了
時

に
は
き
れ
い
に
な
っ
た
城
壁
を
み

て
、
一
同
、
清
々
し
い
気
持
ち
と

な
り
ま
し
た
。

　

島
原
地
域
事
務
所
は
、
昭
和
の

時
代
か
ら
続
く
こ
の
訓
練
が
50
回
、

１
０
０
回
と
続
く
も
の
に
な
る
よ

う
に
、
令
和
の
時
代
も
し
っ
か
り

と
自
衛
隊
と
地
域
住
民
と
の
懸
け

橋
に
な
り
募
集
広
報
活
動
に
邁
進

し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
島
原
地
域
事
務
所
）

　島原のランドマークで自衛隊をＰＲ　

　

未
来
の
陸
上
自
衛
官

　
　
　

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
目
指
し
て
！

　
　
〜
陸
自
高
等
工
科
学
校
生
徒
採
用
試
験
を
実
施
〜

　

長
崎
地
本
（
本
部
長　

西
田
洋

一
郎
１
海
佐
）
は
、１
月
19
日
（
日
）

島
原
市
に
お
い
て
、
自
衛
官
候
補

生
及
び
一
般
曹
候
補
生
の
合
格
者

及
び
そ
の
保
護
者
に
対
し
説
明
会

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

本
説
明
会
は
自
衛
隊
入
隊
に
対

す
る
疑
問
や
不
安
の
解
消
を
目
的

と
し
て
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

ま
ず
参
加
者
に
対
し
募
集
課
長

か
ら
自
衛
隊
の
任
務
の
概
要
、
自

衛
官
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
や
処
遇
、

福
利
厚
生
等
に
関
す
る
説
明
を
実

施
し
た
後
、
陸
海
空
別
に
参
加
者

と
の
懇
談
を
設
け
、
質
疑
に
応
答

す
る
形
で
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
島
原
地
域
事
務
所
か

ら
、
合
格
者
に
は
自
衛
隊
が
実
施

し
て
い
る
体
力
測
定
法
を
展
示
し
、

体
力
練
成
の
必
要
性
や
入
隊
ま
で

の
体
づ
く
り
に
関
し
て
ア
ド
バ
イ

ス
す
る
と
と
も
に
、
保
護
者
に
は

入
隊
ま
で
の
流
れ
や
そ
れ
に
伴
う

必
要
な
書
類
等
の
準
備
に
つ
い
て

詳
し
く
説
明
し
、
不
安
の
解
消
に

努
め
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
最
後
ま
で
熱
心
に
耳

を
傾
け
、「
勤
務
場
所
や
転
勤
の
頻

度
は
？
」
や
「
訓
練
は
き
つ
い
の

か
？
」
な
ど
積
極
的
に
質
問
す
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど
、
高
い
関
心
を
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　

長
崎
地
本
は
本
説
明
会
を
通
じ

て
、
合
格
者
及
び
保
護
者
の
皆
様

に
十
分
ご
安
心
い
た
だ
き
、
４
月

の
入
隊
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に　

引
き
続
き
、
防
衛
省
自
衛
隊
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
得
る
べ
く
精
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
募
集
課
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　自衛隊合格者及び保護者に対し説明会を実施
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12
月
４
日
（
水
）
５
日
（
木
）

の
２
日
間
、
航
空
自
衛
隊
春
日
基

地
及
び
陸
上
自
衛
隊
目
達
原
駐
屯

地
で
部
隊
研
修
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
は
就
職
援
護
状
況
の

ほ
か
、
部
隊
員
と
の
交
流
を
通
じ

て
、
部
隊
員
の
生
の
声
を
聴
く
こ

と
が
で
き
る
、
大
変
貴
重
な
機
会

で
し
た
。

　

最
初
に
訪
れ
た
春
日
基
地
の
西

部
防
空
管
制
群
で
は
、
日
頃
見
る

こ
と
が
で
き
な
い
防
空
管
制
の
状

況
を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

近
年
増
加
し
て
い
る
領
空
侵
犯

へ
の
対
処
な
ど
緊
張
が
絶
え
な
い

任
務
に
、
１
年
３
６
５
日
24
時
間

絶
え
間
な
く
従
事
し
て
い
る
自
衛

官
の
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、

今
あ
る
平
和
が
隊
員
の
方
々
の
お

か
げ
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
ま
し

た
。

　

次
に
訪
れ
た
目
達
原
駐
屯
地
で

は
、
隊
員
の
方
々
と
昼
食
を
共
に

し
、
懇
談
す
る
機
会
を
得
ま
し
た
。

隊
員
の
方
の
印
象
と
し
て
、
若
い

な
が
ら
も
、
物
言
い
、
所
作
な
ど

か
ら
自
律
し
た
人
間
性
を
感
じ
と

れ
ま
し
た
。

　
　

海
自
入
隊
予
定
者
に
対
し
部
隊
研
修
を
実
施

　

長
崎
地
本
（
本
部
長　

西
田
洋

一
郎
１
海
佐
）
は
、１
月
10
日
（
金
）

佐
世
保
市
に
お
い
て
、護
衛
艦
「
あ

け
ぼ
の
」
体
験
航
海
と
佐
世
保
教

育
隊
研
修
に
入
隊
予
定
者
と
と
も

に
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
行
事
は
、
海
上
自
衛
隊
入

隊
予
定
の
高
校
生
等
に
入
隊
に
対

す
る
不
安
の
解
消
や
職
種
等
に
関

す
る
理
解
の
向
上
及
び
教
育
隊
で

の
生
活
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
た
も

の
で
す
。

　

護
衛
艦
で
の
約
２
時
間
の
体
験

航
海
で
は
、
主
砲
や
機
関
砲
の
操

法
展
示
や
ラ
ッ
パ
吹
奏
展
示
、
音

楽
隊
隊
員
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
な
ど
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

案
内
に
つ
い
た
艦
艇
乗
員
か
ら

は
、
艦
内
を
移
動
す
る
上
で
の
注

意
事
項
や
様
々
な
機
器
、
艦
内
で

の
生
活
に
つ
い
て
丁
寧
な
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

部
隊
研
修
に
参
加
し
て

　
　
　
　
　

菱
計
装
株
式
会
社　

漆
畑　

敬
一

　

教
育
隊
で
は
体
験
喫
食
に
続
き

概
要
説
明
が
あ
り
、
入
隊
ま
で
の

準
備
や
入
隊
後
の
教
育
・
訓
練
内

容
、
日
常
生
活
な
ど
に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
た
後
、
体
育
館
、
カ
ッ

タ
ー
ダ
ビ
ッ
ト
な
ど
の
訓
練
施
設

や
隊
舎
の
見
学
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
護
衛
艦
に
乗

り
た
い
。
職
種
は
今
後
考
え
た
い
」

「
教
育
隊
で
の
訓
練
に
つ
い
て
い
け

る
よ
う
体
力
を
つ
け
て
お
き
た
い
」

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
、
入
隊
意
欲

が
向
上
し
た
よ
う
で
し
た
。

　

長
崎
地
本
は
、
今
後
も
合
格
者

に
自
衛
隊
を
理
解
し
て
も
ら
い
、

一
人
で
も
多
く
の
優
秀
な
人
材
に

入
隊
を
選
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
努

め
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
募
集
課
）

　
　

寄　

稿

　　

や
は
り
、
部
隊
で
の
共
同
生
活
、

教
育
、
任
務
が
自
律
し
た
人
間
を

育
て
る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

当
社
で
は
援
護
支
援
で
入
社
し

た
元
自
衛
官
の
社
員
が
い
ま
す
が
、

皆
に
共
通
し
て
い
え
る
こ
と
は「
規

律
」、「
礼
儀
」、「
責
任
感
」
が
他

の
社
員
と
比
べ
て
秀
で
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

会
社
と
し
て
も
、
就
職
援
護
を

希
望
す
る
隊
員
に
対
し
て
将
来
の

就
職
に
不
安
を
抱
か
せ
ず
任
務
遂

行
が
で
き
る
一
助
と
な
れ
ば
幸
い

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
、
日
本
を
取
り
巻
く
国
際
情

勢
は
年
々
厳
し
く
な
っ
て
き
て
お

り
、
国
難
と
い
っ
て
も
よ
い
状
況

に
な
っ
て
き
て
い
る
と
感
じ
る
中
、

こ
の
日
本
を
守
る
た
め
に
奮
闘
さ

れ
る
自
衛
隊
の
隊
員
の
皆
様
の
就

職
援
護
に
少
し
で
も
寄
与
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
。　

　

最
後
に
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を

設
け
て
い
た
だ
い
た
援
護
課
の
皆

様
、
見
学
で
我
々
の
対
応
さ
れ
た

隊
員
の
皆
様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。 　

県
内
イ
ベ
ン
ト
情
報

　
　
　
　
　
　

令
和
２
年
４
月
開
催
分

４
月
４
日
（
土
）・
５
日
（
日
）

　

艦
艇
一
般
公
開　

掃
海
艇
た
か
し
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
（
雲
仙
市
小
浜
町
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
月
18
日
（
土
）

　

大
村
駐
屯
地
創
立
記
念
行
事

　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
村
市
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
月
26
日
（
日
）

　

相
浦
駐
屯
地
創
立
記
念
行
事

　
　
　
　
　
　
　
（
佐
世
保
市
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　写真右から２番目が筆者

　目達原駐屯地で隊員の前で自己紹介する筆者

　

状
況
に
よ
っ
て
は
イ
ベ
ン
ト
の
延
期

ま
た
は
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　


